	旗野裕之・マキ子奨学金願書

	ﾌ ﾘ ｶﾞ ﾅ                   学籍番号
氏    名                   生年月日　　年　　月　　日（2026年4月1日時点満　　歳）

	専攻・学年                               指導教員


	略    歴
  　　 　 年         　　　　　 大学 　　　　　                       　学部 卒業
  　　　　年　月　早稲田大学大学院　　　　　研究科　　　　 　　    　   専攻 入学

	修了後の予定進路（例：博士後期課程進学予定、民間企業就職）


	研究テーマ（簡潔に記入）
                                                                    　 　　　　       
                                                                      　　　　　       
                                                                        　　　　　    
 研究内容をA4版1枚（様式自由。学籍番号、氏名を記載。図表を含めてよい）にまとめて添付すること。このとき、材料科学分野との係わりを必ず記述すること。

	研究業績（ここでは以下種類ごとの件数を記入する。別紙「研究業績」を作成すること。）
1 学会等において定期的に刊行される論文誌・学術雑誌等に掲載された（投稿中を含む）論文数：
　　　　　件
2 国際会議等の論文誌（プロシーディングス）に掲載された（投稿中のものは含まない）論文数：
　　　　　件
3 国際会議等で論文誌（プロシーディングス）なしで発表した件数（投稿中のものは含まない）：

　　　　　件
4 研究会・全国大会・シンポジウム等で論文発表を行い、論文原稿が予稿集等に掲載された（投稿中のものは含まない）論文数：　　　　　件
5 研究会・全国大会・シンポジウム等での発表を行った（パネルディスカッション、ポスターを含む。発表内容が予稿集等に掲載されていなくてよい）論文数：　　　　　件
6 学会・財団等から褒章又は表彰を受けた件数：　　　　　件
特記事項（特許など。特許の場合、出願番号も明記すること。）
                                                                          　　　　　 


	将来の抱負、家庭状況等（特に、将来の抱負については記述すること。）
                                                                      　　　　　     　
                                                                       　　　　　    　
                                                                      　　　　　     　


	指導教員所見欄
                                                                   　　　　　       　 
                                                                     　　　　　      　
                                                                    　　　　　       　
                                                                    　　印   


研　究　業　績

	種類（願書に記載した研究業績①～⑥の種類を記載すること）
	著者全員の名前（論文・原稿の記載通りに著者全員を記述すること）、題目、出展（学会・雑誌等の名称）、巻号、ページ、発表年月（投稿済み、改訂審査中、採録決定の場合にはその旨を記載する）、査読の有無等を記載すること。
注１：業績の中で申請者の主業績によるものは○印を付して明示すること。

注２：各業績の原稿等のコピーを必ず添付すること。
注３：出版前の業績に関しては、原稿等のコピーに加え、査読結果通知等

（団体発行・電子メールも可）も一緒に提出すること。
注４：表彰についてはそれを示すもの (表彰状の写し等) を添付すること。

	
	


